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シルク新時代
かつて各地で飼われていたカイコ。繭からつくられるシルク（絹）は一時、海外に輸出

されて日本の近代化を支えました。まだ知られていないシルクの機能を解明し、新たな使

い道を探る動きが広がっています。やがて「ネオ・シルク」の時代が来るかもしれません。

図edu＠asahi．COm

（木瞳～日曜掲載）

秘密がいっぱい2時間自衣料から医療へ　潮目カイコがクモ糸

日本の生糸（繭の糸をより合わせたもの）の
生産量は激減　　貿易統計、養蚕統計などを

カイコの模型をもつ東京農業大の長島孝行

教授と研究室の学生たち＝神奈川県厚木市

塗
っ
て
も
食

■
日
焼
け
止
め
・
ゼ
リ
ー
…

シ
ル
ク
は
中
国
か
ら
世
界
中
に

広
が
っ
た
。
東
西
の
交
易
路
は

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ

る
。
東
の
終
着
点
に
位
置
す
る
日

本
は
2
0
世
紀
、
世
界
最
大
の
シ
ル

ク
の
生
産
地
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
化
学
繊
維
や
外
国
製

品
の
台
頭
で
、
需
要
は
低
迷
。
象

徴
的
存
在
だ
っ
た
富
岡
製
糸
場

（
群
馬
県
）
は
1
9
8
7
年
に
操

業
を
停
止
し
た
。
か
つ
て
の
花
形

産
業
は
消
え
去
る
の
か
－
。

「
い
や
、
2
1
世
紀
は
日
本
か
ら

新
た
な
シ
ル
ク
の
使
い
方
を
世
界

に
広
げ
る
『
ニ
ュ
ー
・
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
』
の
時
代
に
な
り
え
る
」
。

重
点
農
業
大
農
学
部
の
長
島
孝
行

教
授
（
6
0
）
は
力
説
す
る
。

赤
ち
ゃ
ん
で
も
使
え
る
日
焼
け

止
め
。
血
糖
値
を
下
げ
る
ゼ
リ

ー
。
紫
外
線
を
ほ
と
ん
ど
カ
ッ
ト

す
る
日
傘
。
く
さ
く
な
ら
な
い
靴

下
。
い
ず
れ
も
シ
ル
ク
を
材
料

に
、
・
長
島
教
授
が
企
業
と
共
同
で

開
発
し
た
も
の
だ
。
試
作
で
終
わ

っ
た
も
の
も
あ
る
し
、
販
売
中
の

も
の
も
あ
る
。

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
専
門

だ
っ
た
長
島
教
授
。
カ
イ
コ
の
細

胞
か
ら
糸
を
つ
く
る
研
究
中
、
大

量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
人
が

実
現
す
る
よ
り
、
生
き
物
に
任
せ

た
方
が
効
率
的
で
持
続
的
だ
と
感



無菌状態、人工飼料で育て
たカイコがつくったシルク
を手にするきものブレイン
の岡元松男社長＝東京都内

好きかどうか決め手
東京農業大農学部長島孝行教授

進路は得意不得意で選ぶのではなく、好き
かどうかで決めた方がいいです。「○○はで

きないから○○をやる」という「拒絶の考え

方」は自分の道を閉ざす行為です。
いま、農学の領域は広がっています。工
学、医学。市場開拓という点では商学なども
関係します。エンジニアになる卒業生が多い
ですが、シンクタンクに勤める人や、役所で

地域づくりをする人もいます。農学だから農

業だとか、決まった道はありません。

学問分野という入り口がどこであれ、やる
ことは同じです。究極的には、人類のために

どう役立つか、です。そのためには広い視野

を持ち、関係するいろいろな分野の勉強が必

要になります。その点でも拒絶の考え方では
いけません。

て
も

じ
た
。
2
0
0
0
年
ご
ろ
、
生
き

物
の
機
能
を
生
か
し
た
も
の
づ
く

り
の
研
究
に
転
向
し
た
。

「
そ
も
そ
も
カ
イ
コ
は
ど
う
し

て
繭
を
つ
く
る
ん
だ
ろ
う
」
と
不

思
議
だ
っ
た
。
シ
ル
ク
を
液
体
、

フ
ィ
ル
ム
、
パ
ウ
ダ
ー
、
ゼ
リ
ー

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
状
態
に
自
由

に
加
工
で
き
る
技
術
を
確
立
し
、

機
能
を
調
べ
た
。

紫
外
線
を
遮
る
。
人
の
肌
に
塗

っ
て
も
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
さ
な

い
。
良
質
の
た
ん
ば
く
賓
だ
か
ら

人
が
食
べ
て
も
大
丈
夫
。
動
物
の

体
内
で
は
脂
肪
と
く
っ
つ
き
、
消

化
さ
れ
ず
に
外
に
出
る
。
消
臭
効

果
や
吸
湿
効
果
も
高
い
。

と
ん
で
も
な
い
も
の
を
見
つ
け

た
ぞ
。
「
科
学
は
発
見
や
発
明
だ

け
じ
ゃ
な
い
。
難
し
い
の
は
発
売

だ
よ
」
と
学
生
に
言
い
続
け
て
き

た
。
ア
イ
デ
ア
を
練
り
、
企
業
と

交
渉
す
る
日
々
が
始
ま
っ
た
。

た
と
え
ば
、
ガ
の
仲
間
「
エ
リ

サ
ン
」
の
つ
く
る
シ
ル
ク
は
、
ア

ン
モ
ニ
ア
臭
を
よ
く
消
す
。

「
あ
え
て
関
西
に
こ
の
話
を
も

っ
て
き
ま
し
た
。
お
た
く
が
や
ら

な
い
で
誰
が
や
る
ん
で
す
か
？
」

大
阪
の
繊
維
会
社
で
は
経
営
陣

に
、
こ
ん
な
調
子
で
共
同
研
究
を

提
案
。
こ
う
し
て
で
き
た
新
繊
維

「
エ
リ
ナ
チ
ュ
レ
」
は
1
2
年
度
の

キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
賞
に
輝
い
た
。

交
渉
に
は
学
生
も
同
行
さ
せ
、

発
言
さ
せ
る
。
修
士
2
年
の
上
原

佳
織
さ
ん
（
2
5
）
は
「
社
会
人
の
会

話
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
自
分
も

参
加
し
、
物
事
の
進
む
過
程
を
見

る
の
は
勉
強
に
な
る
」
と
話
す
。

長
島
教
授
は
「
日
本
で
『
第
2
次

養
蚕
業
』
を
花
聞
か
せ
た
い
」
。
そ

の
実
現
に
も
か
か
わ
る
電
話
が
1
4

年
冬
、
新
潟
か
ら
か
か
っ
て
き
た
。

■
「
高
品
質
・
大
量
生
産
」
の
夢

電
話
は
、
き
も
の
総
合
加
工
業

「
き
も
の
ブ
レ
イ
ン
」
　
（
新
潟
県

十
日
町
市
）
の
岡
元
松
男
社
長

（
6
7
）
か
ら
だ
っ
た
。
面
裁
は
な

い
。
会
い
た
い
と
い
う
。

岡
元
社
長
は
思
い
を
語
っ
た
。

シ
ル
ク
を
大
量
生
産
し
て
衣
料
だ

け
で
な
く
食
品
や
化
粧
品
な
ど
に

も
使
い
た
い
。
織
物
業
や
染
色
の

作
家
な
ど
を
招
き
、
市
内
に
「
き

も
の
文
化
村
」
を
つ
く
っ
て
シ
ル

ク
産
業
の
集
積
地
に
し
た
い
。
そ

う
す
れ
ば
過
疎
化
の
進
む
町
は
活

性
化
す
る
。
地
域
が
発
展
し
な
い

と
会
社
も
発
展
で
き
な
い
。

長
島
教
授
は
品
質
検
査
や
用
途

開
発
な
ど
で
協
力
す
る
こ
と
に
し

た。
構
想
で
は
、
人
工
飼
料
を
使
っ

て
無
菌
状
態
で
カ
イ
コ
を
育
て
、

高
品
質
な
シ
ル
ク
を
1
年
通
し
て

生
産
す
る
。
事
業
費
は
1
0
億
円
。

昨
年
1
2
月
か
ら
、
既
存
の
自
社
工

場
で
試
験
的
に
始
め
た
。
新
工
場

も
建
て
て
お
り
、
予
定
通
り
い
け

ば
、
3
年
程
度
で
今
の
日
本
の
会

商
生
産
量
の
7
割
程
度
を
つ
く
れ

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

最
近
で
き
た
試
作
品
は
、
驚
く

ほ
ど
上
出
来
だ
っ
た
と
い
う
。
岡

元
社
長
は
「
あ
と
は
継
続
的
に
こ

の
品
質
で
で
き
る
か
だ
。
無
菌
で

質
の
い
い
も
の
が
で
き
た
ら
、
美

容
、
健
康
、
医
療
な
ど
、
も
の
す

ご
い
チ
ャ
ン
ス
だ
」
。

「
人
工
飼
料
を
使
っ
て
高
品
質

な
シ
ル
ク
の
大
量
生
産
に
成
功
し

た
例
は
な
い
。
夢
の
飼
育
法
だ
。

実
現
す
れ
ば
画
期
的
で
、
期
待
し

て
い
る
」
。
農
業
生
物
資
源
研
究

所
の
冨
田
秀
一
郎
上
級
研
究
員
は

そ
う
話
す
。
同
研
究
所
は
カ
イ
コ

の
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
を
確
立

し
、
光
る
シ
ル
ク
、
超
極
細
の
シ

ル
ク
な
ど
を
生
み
出
し
て
い
る
。

「
シ
ル
ク
の
可
能
性
は
非
常
に
大

き
い
。
近
年
、
企
業
の
注
目
が
高

ま
っ
て
い
る
印
象
」
と
い
う
。
企

業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
現
在
、

昨
年
の
3
倍
ほ
ど
に
増
え
た
。

（
石
山
英
明
）


